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論文審査の要旨

本研究は、肺切除術における術後合併症予測因子として、階段昇降による運動負荷中の

酸素飽和度低下の意義を検討した研究である。対象は従来から低リスクと評価された集

団であったが、酸素飽和度低下が認められた場合、低リ スクで、あっても周術期合併症、

酸素投与期間、入院期間において負の予測因子として作用した。耐術能を評価する指標

は多岐にわたるが、階段昇降中の酸素飽和度測定は比較的簡便であり汎用性も大きい。

呼吸器外科術後回復においては心臓、肺、血管、筋肉の作用連関が大きく関わっており、

術前にこれらの臓器の相互連関が円滑に動くことを評価できるかが重要である。審査委

員からはこの点を意識した複数の質問がなされたが、申請者もその重要性を十分認識し

ておりそれらの少なくとも四臓器の相互作用が円滑でないことの一つの結果が酸素飽

和度の低下であること、そしてそれは比較的簡便に測定できることを強調した。今後の

展望として、さらに研究を重ねることで、本指標が肺切除の程度（葉切除、 区域切除）

を安全に決定しうるかについての検証を期待したい。公聴会ではしっかりとした質疑応

答がなされ、本研究は博士（医学）の学位に値する研究であると評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに呼吸器・ 血液病態制御医学の

進歩に寄与するところが大きいと認める。
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